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２
０
１
２
年
度
卒
業
式
が
３
月

15
日
㈮
に
徳
島
キ
ャ
ン
パ
ス
総
合

体
育
館
で
、
17
日
㈰
に
香
川
キ
ャ

ン
パ
ス
村
崎
サ
イ
メ
モ
リ
ア
ル

ホ
ー
ル
で
そ
れ
ぞ
れ
厳
粛
か
つ
盛

大
に
執
り
行
わ
れ
、
１
０
４
７
人

が
希
望
と
思
い
出
を
胸
に
キ
ャ
ン

パ
ス
を
巣
立
ち
ま
し
た
。

　

卒
業
式
で
は
、
華
や
か
で
厳
粛

な
雰
囲
気
の
中
、
桐
野
学
長
が
大

学
院
・
大
学
学
部
・
短
期
大
学
部

の
代
表
者
に
そ
れ
ぞ
れ
学
位
記
・

修
了
証
書
・
卒
業
証
書
を
授
与
し

ま
し
た
。
桐
野
学
長
が
「
自
分
の

頭
で
考
え
続
け
る
自
立
し
た
人

間
、
視
野
の
広
い
市
民
へ
と
成
長

し
、『
自
立
協
同
』
の
実
践
を
願

い
ま
す
」
と
訴
え
れ
ば
、
村
崎
理

事
長
は
、「
卒
業
生
の
活
躍
が
本
学

を
照
ら
し
、
本
学
の
活
躍
が
卒
業

生
を
照
ら
す
照
ら
し
合
い
を
大
事

に
し
て
ほ
し
い
」
と
卒
業
生
の
ま

す
ま
す
の
活
躍
を
期
待
し
ま
し
た
。

晴れやかに1,047 人がキャンパスから巣立つ

2012 年度 卒業式
大
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
・

教
育
の
質
保
証
・
学
習
時
間

　

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
さ
ん
は
、
こ
れ
か
ら
大
学
で
い
ろ
い
ろ
な
知
的
活
動
に
取

り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
大
学
で
の
学
び
に
つ

い
て
の
質
と
量
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

　

１
９
９
１
年
に
設
置
基
準
の
大
綱
化
と
呼
ば
れ
る
大
学
改

革
が
行
わ
れ
、
以
来
、
毎
年
の
よ
う
に
大
学
改
革
に
関
す
る

提
言
が
、
中
央
教
育
審
議
会
（
中
教
審
）
や
文
部
科
学
省
か

ら
出
さ
れ
、
教
育
に
お
け
る
質
の
転
換
と
量
（
学
習
時
間
）

の
増
大
が
謳
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
昨
今
は
大
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
高
唱
さ
れ
、

入
学
時
期
を
春
か
ら
秋
に
変
更
し
た
方
が
良
い
と
い
う
議
論

や
、
外
国
へ
留
学
す
る
日
本
人
学
生
の
数
や
、
日
本
の
大
学

に
留
学
し
て
く
る
外
国
人
学
生
の
数
が
ニ
ュ
ー
ス
に
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
学
で
も
、
在
学
中
だ
け
で
な
く
、
卒

業
後
に
外
国
の
大
学
に
留
学
す
る
人
は
相
当
数
い
ま
す
。
実

際
、
外
国
へ
留
学
す
る
在
学
生
・
卒
業
生
の
た
め
の
英
文
の

成
績
証
明
書
・
卒
業
証
明
書
を
、
私
は
毎
週
、
数
通
の
ペ
ー

ス
で
署
名
・
発
行
し
て
い
ま
す
。
そ
の
際
に
、
問
題
に
な
る

の
が
、
そ
の
卒
業
証
明
書
（
学
位
記
）
が
国
際
的
に
通
用
す

る
も
の
か
、
欧
米
の
大
学
の
学
位
と
同
等
な
も
の
で
あ
る
の

か
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

大
学
は
、
教
育
に
お
け
る
質
を
保
証
す
る
た
め
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
努
力
を
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
シ
ラ
バ
ス
の
記
載
法

一
つ
を
取
り
上
げ
て
も
、
従
来
は
、
単
な
る
授
業
計
画
で
、
教

員
が
半
期
15
回
の
授
業
の
そ
れ
ぞ
れ
の
授
業
の
内
容
を
示
す

だ
け
の
も
の
で
し
た
。
し
か
し
現
在
は
、
そ
の
授
業
を
履
修

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
知
識
や
能
力
が
身
に
つ
く

よ
う
に
な
る
の
か
、
授
業
時
間
外
に
も
ど
の
よ
う
に
自
習
す

る
と
よ
い
の
か
、
他
の
科
目
と
ど
の
よ
う
に
関
連
し
て
い
る

の
か
、と
い
っ
た
こ
と
ま
で
記
載
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

シ
ラ
バ
ス
や
、
学
位
授
与
（
卒
業
認
定
）
の
方
針
（
デ
ィ

プ
ロ
マ
ポ
リ
シ
ー
）
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
知
識
や
能
力
を
身

に
つ
け
る
に
は
、
教
育
に
お
け
る
量
（
学
習
時
間
）
が
必
要

で
す
。
そ
れ
は
、文
部
科
学
省
の
規
則
（
設
置
基
準
）
に
よ
り
、

大
学
（
４
年
制
課
程
）
で
は
、
１
２
４
単
位
以
上
、
短
期
大

学
（
２
年
制
）
で
は
61
単
位
以
上
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
欧
米
諸
国
の
基
準
と
ほ
ぼ
同
等
で
す
。
例
え
ば
、
欧

州
で
は
学
士
課
程
が
３
年
で
す
が
、
そ
の
卒
業
に
必
要
な
単

位
数
は
、
Ｅ
Ｃ
Ｔ
Ｓ
（European Credit Transfer and 

A
ccum

ulation System

）
と
い
う
様
式
に
統
一
さ
れ
て
お

り
、
３
年
間
で
１
８
０
単
位
以
上
の
修
得
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
１
単
位
は
30
時
間
の
学
習
で
す
の
で
、
１
８
０
単
位

は
５
４
０
０
時
間
の
学
修
時
間
と
な
り
ま
す
。
一
方
、
日
本

の
場
合
に
は
、
１
単
位
は
45
時
間
の
学
習
で
す
の
で
、
大
学

（
４
年
間
）
卒
業
に
必
要
な
学
修
時
間
は
５
５
８
０
時
間
と

な
り
、ほ
ぼ
同
等
で
す
。し
か
し
な
が
ら
、こ
の
学
修
時
間
は
、

大
学
で
の
授
業
だ
け
で
な
く
、
予
習
・
復
習
・
宿
題
な
ど
を

含
む
自
主
的
な
学
習
時
間
も
含
む
も
の
で
す
。
講
義
形
式
の

授
業
の
場
合
に
は
、
１
単
位
45
時
間
の
う
ち
、
大
学
で
の
授

業
は
３
分
の
１
の
15
時
間
で
、
自
主
的
学
習
が
３
分
の
２
の

30
時
間
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
大
学
で
の
学
び
は
、
世
界

基
準
の
質
を
保
証
す
る
た
め
大
量
の
自
主
的
学
習
が
前
提
で

あ
る
こ
と
を
心
に
強
く
留
め
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

石
川
慎
也
氏
は
、
本
学
文
学
部
日
本

文
学
科
を
１
９
８
７
年
３
月
に
卒
業
後
、

１
９
９
０
年
４
月
よ
り
香
川
県
尽
誠
学
園
高

校
に
国
語
の
教
員
と
し
て
奉
職
し
、
同
じ
く

し
て
銃
剣
道
部
が
創
部
さ
れ
監
督
と
し
て

ご
指
導
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
以
後
、
全
国

高
校
生
大
会
優
勝
２
回
、
国
民
体
育
大
会

出
場
16
回
（
準
優
勝
１
回
、
入
賞
13
回
）、

２
０
０
６
年
日
本
武
道
協
議
会
主
催
ス
ペ
イ

ン
派
遣
銃
剣
道
日
本
代
表
な
ど
輝
か
し
い
成

績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
こ
れ
ら
の
功
績

が
評
価
さ
れ
、
文
部
科
学
大
臣
か
ら
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
を
振
り
返
ら
れ
て
、
石
川
氏
は

「
応
援
い
た
だ
い
た
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
多

大
な
る
感
謝
と
、
こ
れ
で
慢
心
す
る
こ
と
な

く
、『
明
る
く
・
ね
ば
り
強
く
』生
徒
た
ち
と

向
き
合
い
、
指
導
し
て
い
き
た
い
」
と
今
後

の
抱
負
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
石
川
氏
は
ア
カ
ン
サ
ス
会
香
川
県

支
部
長
に
就
任
し
て
お
り
、
３
月
２
日
㈯
に

開
催
さ
れ
た
ア
カ
ン
サ
ス
会
本
部
役
員
会
に

お
い
て
、
高
橋
倫
子
同
会
会
長
か
ら
花
束
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

◇
薬
学
部

薬
　
学
　
科	

田
代
　
　
遼

薬
　
学
　
科	

樽
井
　
敬
史

薬
　
学
　
科	

石
野
　
陽
一

薬
　
学
　
科	

大
久
保
　
翔

薬
　
学
　
科	

森
満
　
孝
裕

◇
人
間
生
活
学
部

メ
デ
ィ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
科	

坂
本
　
綾
香

人
間
生
活
学
科	

河
野
　
順
子

児
童
学
科	

佐
野
　
祐
也

心
理
学
科	

髙
島
　
大
智

◇
総
合
政
策
学
部

総
合
政
策
学
科	

山
本
　
理
沙

総
合
政
策
学
科	

村
上
　
美
弥

総
合
政
策
学
科	

瀬
尾
　
亮
陽

◇
音
楽
学
部

音
楽
学
科
ピ
ア
ノ
コ
ー
ス	

辻
　
み
ず
き

音
楽
学
科
音
楽
療
法
コ
ー
ス	

本
田
あ
ゆ
み

音
楽
学
科
電
子
楽
器
コ
ー
ス	

清
水
　
友
耶

◇
香
川
薬
学
部

薬
　
学
　
科	

細
井
　
貴
之

薬
　
学
　
科	

村
尾
　
拓
郎

薬
　
学
　
科	

川
口
　
太
一

薬
　
学
　
科	

佐
藤
　
友
美

薬
科
学
科	

坂
井
　
貴
紘

◇
保
健
福
祉
学
部

人
間
福
祉
学
科	

三
谷
明
日
香

人
間
福
祉
学
科	

岩
佐
　
勇
希

看
護
学
科	

大
西
　
理
緒

看
護
学
科	

松
野
恵
里
子

◇
理
工
学
部

ナ
ノ
物
質
工
学
科	

川
本
　
俊
樹

機
械
創
造
工
学
科	

山
本
　
雄
貴

電
子
情
報
工
学
科	

草
薙
　
裕
介

臨
床
工
学
科
（
現
・
保
健
福
祉
学
部
）	

石
川
　
朋
宏

◇
文
学
部

日
本
文
学
科	

坂
嵜
　
圭
太

英
語
英
米
文
化
学
科	

掛
水
　
新
也

文
化
財
学
科	

土
居
　
修
子

２
０
１
２
年
度 

体
育
・

文
化
功
労
賞
受
賞
者

〔
体
育
部
関
係
〕

◇
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

人
間
生
活
学
部
人
間
生
活
学
科

	

小
笠
こ
こ
ろ

人
間
生
活
学
部
児
童
学
科	

長
町
　
彩
代

人
間
生
活
学
部
食
物
栄
養
学
科

	

松
長
　
知
子

短
期
大
学
部
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科		

	

村
上
　
祥
子

◇
準
硬
式
野
球
部

保
健
福
祉
学
部
看
護
学
科	

漆
原
慎
太
朗

保
健
福
祉
学
部
看
護
学
科	

谷
田
　
修
平

◇
空
手
道
部

短
期
大
学
部
保
育
科	

小
林
　
真
理

〔
文
化
部
関
係
〕

◇
徳
島
文
理
大
学
連
（
阿
波
踊
り
）

人
間
生
活
学
部
建
築
デ
ザ
イ
ン
学
科

	

山
本
　
佑
季

保
健
福
祉
学
部
看
護
学
科	

森
　
　
歩
惟

人
間
生
活
学
部
食
物
栄
養
学
科

	

三
島
　
諒
子

人
間
生
活
学
部
食
物
栄
養
学
科	

	

森
田
恵
美
子

短
期
大
学
部
生
活
科
学
専
攻	

由
岐
中
さ
ゆ
り

◇
日
本
さ
く
ら
の
会
（
外
部
団
体
）

文
学
部
文
化
財
学
科	

佐
藤
　
　
希

　

卒
業
生
を
代
表
し
て
、
徳
島

キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
葊
末
有
美
（
保

健
福
祉
学
部
看
護
学
科
）
さ
ん
が

「
強
く
確
か
な
精
神
の
下
、
自
分

が
選
び
信
じ
る
道
を
、
力
強
く
歩

ん
で
い
き
ま
す
」
と
力
強
く
決
意

を
表
し
、
ま
た
香
川
キ
ャ
ン
パ
ス

で
は
山
本
雄
貴
（
理
工
学
部
機
械

創
造
工
学
科
）
さ
ん
は
「『
自
立

協
同
』
の
建
学
の
精
神
の
も
と
、

互
い
を
支
え
あ
い
な
が
ら
そ
れ
ぞ

れ
の
目
標
に
向
か
っ
て
努
力
し
ま

す
」
と
答
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
終
了
後
に
は
、
後
輩
か
ら
花

束
を
受
け
取
り
別
れ
を
惜
し
む
姿

や
友
人
ら
と
記
念
写
真
を
撮
る
姿

が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

卒
業
生
は
徳
島
キ
ャ
ン
パ
ス
・

香
川
キ
ャ
ン
パ
ス
あ
わ
せ
て

１
０
４
７
人
。

　

内
訳
は
大
学
院
25
人
、
専
攻
科

12
人
、
大
学
８
８
６
人
、
短
期
大

学
部
１
２
４
人
。

文
学
部
日
本
文
学
科
卒
業
生
　
石
川
慎
也
氏

２
０
１
２
年
度 

文
部
科
学
大
臣

優
秀
教
員
表
彰
を
受
賞

２
０
１
２
年
度 

優
秀
卒
業
論
文
・
研
究
賞

お
よ
び
優
秀
卒
業
演
奏
受
賞
者
一
覧

徳島キャンパス

香川キャンパス

学
長
　
桐
野
　
　
豊
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2 号館  健康管理グループ・アカンサスホール

女子学生寮3号館  保健福祉学部棟

薬用植物園

7号館  パウゼ（食堂） ・
　　　研修センター

6号館  総合体育館

8号館  児童・保育ピアノレッスン棟

5号館  音楽学部棟

村崎凡人記念図書館

13号館  薬学部実験棟

14号館  文芸棟

25号館  メディアセンター
クレイアート
スタジオ

24号館  新薬学部研究棟

21号館  薬学部研究棟

1号館  管理棟・人間生活学部研究棟

むらさきホール

23号館  総合政策学部棟

9号館  人間生活学部棟

3 号館  管理棟

7号館  文学部棟（中央研究棟）

9号館  体育館

12号館  村崎サイメモリアルホール

15号館  保健福祉学部研究棟

11号館  理工学部実習棟・
　　　保健福祉学部実習棟

17号館  理工学部研究棟・
　　　保健福祉学部研究棟

東門

10号館  理工学部研究棟

18号館  理工学部研究棟

21号館  香川薬学部実習棟
20号館  香川薬学部研究棟

正門

6号館  食堂

8号館  講義棟

16号館  リサーチ  アンド  メディアライブラリー

4号館  学生サポートセンター

5号館  講義棟

13号館  講義棟

14号館  講義棟

テニスコート

人間生活学部児童学科
2 年　篠原　加奈実

体育系クラブ
合気道部
空手道部
弓道部
剣道部
硬式テニス部
サッカー部
柔道部
準硬式野球部
女子バスケットボール部
女子バレーボール部
ソフトテニス部
卓球部
男子バスケットボール部
男子バレーボール部
ダンス部
日本拳法部
バドミントン部
フットサル部
陸上競技部
ワンダーフォーゲル部

文化系クラブ
BBS 部
HOT STAFF 部
うたおは部
演劇部
学生ボランティア部
軽音楽部
コミックアート部
茶道部
写真部

徳島キャンパスMAP

香川キ
ャンパ

ス

MAP
香川キ

ャンパ
ス

MAP

新入生の皆さん、ご入学おめでとうございま
す。一緒に学ぶ仲間が増えたことをとても

うれしく思います。
私が思う大学生活で大切なことは「自分から行動
すること」だと思います。大学生活を楽しめるか
どうかはあなたの行動力次第です。多くの友人を
作ったり、サークル活動やアルバイト等をしたり
と、大学生は自由と責任が伴います。卒業時に充
実した時間だったと自信を持って言える大学生活
を送ることを願っています。

文学部日本文学科
3 年　小川　大翔

体育系クラブ
合気道部
弓道部
硬式野球部
サッカー部
柔道兼トレーニング部
少林寺拳法部
水泳部
スポーツチャンバラ
卓球部
男女硬式テニス部
男女ソフトテニス部
男子バスケットボール部
バドミントン部
バレーボール部
フットサル部
陸上競技部
 
文化系クラブ
軽音フリーミュージック部
茶道部
書道部
文芸部
パソコン部
漫画研究部
レインボーの会（ボランティア）

同好会
マジックサークル Prezents
薬学球技同好会

愛好会
ゴスペルサークル
サイクリング愛好会
自動車愛好会
ソフトバレー愛好会
Honey ☆ B
軟式野球愛好会
俳句・短歌研究会
Fitness 愛好会
模型愛好会
ハンドボール部
ツーリング愛好会
紅茶愛好会

手話部 “Friends”
書道部
箏曲部
地域貢献まちづくり後援部
人形浄瑠璃部
放送部 “ ナナイロ☆アンテナ ”
和太鼓部 億 oku

郷土芸能振興サークル
エイサー団体ニライカナイ
徳島文理大学連
よさこい TOSAMONO

同好会・サークル
CBP サークル
OUTDOOR サークル
心理サークル “KOKORO”
Moving Move
教育支援団体 Papu Papu
Playing Ballerz
雪板 YUKI-TA
絵本サークル
キャンパスステージ同好会
将棋同好会
女子フットサルサークル
天文同好会
軟式野球同好会
羽球同好会
文芸同好会
籠球同好会
フラワーアレンジメント BP
薬学部テニスサークル

新入生の皆さんは、新しい環境での
大学生活を楽しみにしているので

はないでしょうか。
皆さんには、大学生活でしかできないこ
とに挑戦してほしいと思います。

やりたいことを見つける際には、自分の
限界を決めつけず、可能性を信じて行

動することが大切だと思います。そして失敗
を恐れず何事にも挑戦し、さまざまな経験を
してください。きっと卒業する時には良い思
い出や財産になっているはずです。
一生に一度の大学生活を、全力で楽しんでく
ださい。

徳島文理大学生
としてのスタート

はキャンパスから
！

ご入学

おめでとう

ございます

ご入学

おめでとう

ございます
新入生の
皆さん
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私
は
も
と
も
と
技
術
職
で
就
職
活

動
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
な
か
な
か

内
定
が
出
ず
に
悩
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
と
き
、
キ
ャ
リ
ア
・
サ
ポ
ー

ト
グ
ル
ー
プ
に
相
談
を
し
た
と
こ

ろ
、
営
業
職
も
向
い
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
助
言
を
し
て
い
た
だ
き
、

自
分
で
思
っ
て
い
る
適
性
と
、
自
分

に
対
す
る
周
り
の
見
方
は
違
う
こ
と

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。以
降
、

技
術
職
と
営
業
職
の
両
方
で
就
職
活

動
を
行
い
、
大
学
に
届
い
て
い
た
求

人
票
の
中
か
ら
興
味
を
持
っ
た
営
業

職
を
受
け
、
無
事
内
定
を
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

就
職
活
動
で
苦
労
し
た
こ
と
は
、

履
歴
書
作
成
と
面
接
で
し
た
。
履
歴

書
は
受
け
る
企
業
の
す
べ
て
を
キ
ャ

リ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
に
お
い

て
添
削
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
面
接
で
は
雰
囲
気
に
な
か
な
か
慣

れ
な
か
っ
た
の
で
、
た
く
さ
ん
練
習

し
ま
し
た
。
そ
の
成
果
も
あ
り
、
試

験
当
日
に
は
落
ち
着
い
て
面
接
に
挑

む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
目
標
は
、
営
業
マ
ン

と
し
て
早
く
商
品
を
覚
え
て
、
お
客

さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に
合
う
商
品
を
提
供

し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

 

後
輩
へ
ア
ド
バ
イ
ス

　

履
歴
書
作
成
や
面
接
に
備
え
て
、

企
業
研
究
を
し
っ
か
り
と
し
て
く
だ

さ
い
。
事
前
準
備
が
自
信
に
な
る
の

で
、
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

サクセスチャート 理
工
学
部
ナ
ノ
物
質
工
学
科　

西
本
一
真

内定先

株
式
会
社
田
窪
工
業
所
（
営
業
）

SUCCESS

　

私
が
警
察
事
務
を
受
験
し
よ
う
と

決
め
た
の
は
、
所
属
し
て
い
た
学
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
の
「
防
犯
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」
の
活
動
が
き
っ
か
け
で
し

た
。
そ
の
活
動
の
中
で
出
会
っ
た
警

察
官
お
よ
び
一
般
職
員
の
方
々
の

「
徳
島
に
住
む
人
を
守
り
た
い
」
と

い
う
強
い
想
い
に
触
れ
、
警
察
事
務

と
い
う
職
種
に
惹
か
れ
ま
し
た
。

　

就
職
活
動
で
苦
労
し
た
こ
と
は
民

間
企
業
の
就
職
活
動
と
公
務
員
試
験

の
勉
強
と
の
両
立
で
す
。
周
り
が

次
々
と
民
間
企
業
の
内
定
を
獲
得
し

て
い
く
中
、
不
安
に
な
り
な
が
ら
勉

強
し
ま
し
た
が
、
そ
の
不
安
に
打
ち

勝
て
た
の
は
、
先
生
方
や
友
人
の
支

え
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

２
次
試
験
前
に
は
、
小
松
島
署
で
働

く
女
性
警
察
事
務
官
の
方
と
お
話
し

す
る
機
会
を
設
け
て
い
た
だ
き
、
仕

事
の
イ
メ
ー
ジ
や
志
望
動
機
な
ど
を

考
え
る
時
に
大
変
役
立
ち
ま
し
た
。

　

今
後
、
働
く
上
で
法
律
を
は
じ
め

と
し
た
専
門
知
識
が
必
要
と
さ
れ
る

の
で
、
常
に
勉
強
す
る
姿
勢
を
忘
れ

な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
県
民
の
皆
さ
ま
か
ら
信
頼
さ

れ
る
徳
島
県
警
察
の
一
員
と
し
て
、

地
域
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

 

後
輩
へ
ア
ド
バ
イ
ス

　

民
間
企
業
の
就
職
活
動
と
の
両
立

を
考
え
て
い
る
人
は
、
期
限
を
決
め

て
、
い
つ
ま
で
に
何
を
終
わ
ら
せ
る

の
か
、
計
画
を
立
て
る
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
苦
し
い
時
も
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
諦
め
ず
に
や
り
遂
げ

て
く
だ
さ
い
。

サクセスチャート

SUCCESS

総
合
政
策
学
部
総
合
政
策
学
科　

北
山
友
紀

内定先

徳
島
県
警
察
（
一
般
職
員
）

厳
選
採
用
の
傾
向
が
定
着

　

堅
調
に
推
移
し
て
い
た
大
学
生
・
短
大

生
の
就
職
状
況
は
、
２
０
０
８
年
の
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
り
超
氷
河
期
の
再
来

と
言
わ
れ
る
ま
で
落
ち
込
ん
で
し
ま
い
ま

し
た
。
最
近
に
な
っ
て
「
採
用
を
増
や
し

た
い
企
業
」が「
減
ら
す
企
業
」を
上
回
っ

て
い
る
と
い
う
調
査
結
果
も
出
て
お
り
、

企
業
の
採
用
意
欲
が
緩
や
か
に
回
復
し
て

き
て
い
る
傾
向
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
世
界
市
場
の
構
造
変
化
や
欧

州
経
済
危
機
、
中
国
景
気
の
減
速
、
日
中

韓
の
領
土
問
題
な
ど
懸
念
材
料
が
多
い

中
、
各
企
業
は
採
用
に
つ
い
て
慎
重
な
姿

勢
を
崩
さ
ず
、
厳
選
採
用
の
傾
向
を
維
持

し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

倫
理
憲
章
改
定
の
影
響

　

経
済
団
体
連
合
会
で
は
、
早
期
化
・
長

期
化
し
て
い
た
就
職
活
動
の
是
正
を
図
る

た
め
、
２
０
１
１
年
３
月
に
倫
理
憲
章
の

大
幅
な
改
定
を
行
い
、
採
用
広
報
活
動
の

開
始
を
２
カ
月
遅
い
12
月
か
ら
と
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
期
間
が
短
縮
さ
れ
た
こ
と

で
学
生
の
行
動
量
が
限
定
さ
れ
る
状
況
と

な
り
、
企
業
研
究
・
業
界
研
究
が
不
十
分
、

あ
る
い
は
志
望
動
機
が
あ
い
ま
い
な
ま
ま

に
面
接
を
受
け
る
学
生
が
数
多
く
見
ら
れ

た
と
の
指
摘
が
企
業
側
か
ら
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
学
生
に
「
就
職
活
動
は
12
月
か

ら
始
め
る
も
の
」
と
い
う
意
識
が
定
着
し

就
活
の
ス
タ
ー
ト
が
遅
れ
た
結
果
で
す
。

し
か
し
一
方
で
は
、
早
い
時
期
か
ら
取
り

組
む
学
生
も
お
り
、
二
極
化
し
て
い
る
印

象
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

特
定
の
学
生
に
内
定
が
集
中
す
る
現
象
が

生
じ
て
き
て
い
ま
す
。

本
学
の
就
職
支
援

　

企
業
が
欲
し
が
る
の
は
計
画
的
に
就
職

を
意
識
し
て
動
い
て
い
る
自
律
的
な
学
生

と
言
え
ま
す
。
そ
の
た
め
キ
ャ
リ
ア
・
サ

ポ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
で
は
、
早
い
段
階
か
ら

各
種
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
セ
ミ
ナ
ー
、
就
職
試

験
対
策
集
中
講
座
、
就
活
バ
ス
の
運
行
等

の
就
職
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
中
で

も
、
12
月
の
学
内
合
同
企
業
説
明
会
は
、

県
内
外
か
ら
３
０
０
社
を
超
え
る
企
業
と

の
べ
１
１
０
０
人
の
学
生
の
参
加
を
得
て

西
日
本
最
大
級
の
規
模
で
開
催
、
さ
ら
に

小
規
模
の
説
明
会
を
随
時
開
催
す
る
中
で

企
業
と
学
生
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
学
科
ご
と
の
就
職
支
援
担

当
者
を
決
め
、
担
任
・
チ
ュ
ー
タ
ー
と
連

携
し
な
が
ら
き
め
細
か
な
指
導
体
制
で
支

援
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
就
活
は
あ
く
ま
で
学
生
自
ら

の
課
題
で
す
。
採
用
を
取
り
巻
く
環
境
や

現
状
を
し
っ
か
り
把
握
し
て
行
動
計
画
を

立
て
、
よ
り
現
実
的
な
選
択
軸
に
よ
る
活

動
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
　
　

 
２
０
１
２
年
度　

就
職
状
況
と
就
職
支
援

最
近
の
就
職
状
況
と
本
学
の
就
職
支
援

徳
島
キ
ャ
ン
パ
ス　

キ
ャ
リ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
グ
ル
ー
プ 

※セミナー内容…「就活サイト登録」「就活と新聞」「コミュニケーションスキル」「自己分析」「企業研究・業界研究」
「就活のマナー」「応募書類の書き方」「面接試験対策」「企業説明会の歩き方」

◇就職相談
◇就職能力（SPⅠ2）試験
◇就職模擬（常識）試験
◇インターンシップ説明会
◇公務員模擬試験
◇インターネット検索
◇図書・ビデオの貸し出し
◇求人票の提示・検索
◇その他就職情報・資料の提供等

その他 学年別の就職支援体制

大学・短期大学部

大学１・２年
◇適職診断試験
◇キャリアガイダンス
◇就職活動準備の支援・指導
◇公務員説明会
◇就職試験対策集中講座

短期大学部１年短期大学部2年
大学 3 年

◇就職ガイダンス
◇学部・学科別就職説明会
◇就職試験対策集中講座
◇公務員説明会・就職体験発表会
◇企業説明会・就職体験発表会
◇自己分析・企業研究・就職活

動の支援・指導
◇就職セミナー ※
◇学内合同企業説明会
◇就活バス

大学 4 年
◇学部・学科別就職説明会
◇公務員説明会
◇応募書類の指導
◇面接指導
◇文書作成・内定者・
　未内定者の支援・指導

◇適職診断試験
◇就職活動準備の支援・

指導
◇キャリアガイダンス
◇就職ガイダンス
◇学科・専攻別就職説明会
◇就職試験対策集中講座
◇公務員説明会・就職体

験発表会
◇企業説明会・就職体験

発表会
◇自己分析・企業研究・

就職活動の支援・指導
◇就職セミナー ※
◇学内合同企業説明会
◇就活バス

◇学科・専攻別就職説明会
◇公務員説明会
◇応募書類の指導
◇面接指導
◇文書作成・内定者・

未内定者の支援・指導

文理学　キャリアガイダンス 就活サイト登録 学内合同企業説明会

学生ポータルサイト
学内はもちろん、学外からでも本学に届い
た求人情報を閲覧することができます。

【特集】就職状況と就職支援について  先輩から学ぶ就活ポイント

化学系の勉強を
するため入学

４年次

３年次

２年次

１年次

インターンシップ
や一般常識の勉強
を行う

企業研究をしっか
りと行い、試験に
挑み内定

←START

GOAL

就職活動の資金準備と業種・業界
研究のためのアルバイトをはじめる

公務員になりた
いと思い、総合
政策学部に入学

４年次

３年次

２年次

１年次

公務員試験の専
門試験に必要な
講義を受講し、勉
強の基盤を作る

主に民間の就活
に力を入れる

公務員試験の勉強
も続け、受験。先
生方のサポートの
おかげで内定

←START

GOAL

※サービス…不動産業・郵便事業・農協・賃貸・警備・税理士事務所・給食産業・ホテルなど

2012 年度  業種別就職状況
（2013 年 3 月 1 日現在）

大学

短期
大学部
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２
０
１
３
年
度
採
用
の
教
員
・
保
育
士

等
採
用
試
験
が
７
月
上
旬
か
ら
12
月
末
に

か
け
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
本
学
で
は
、

89
人
（
既
卒
者
を
含
む
）
が
地
元
を
は
じ

め
全
国
の
公
立
学
校･

幼
稚
園･

保
育
所

に
合
格
し
、
新
任
教
員･

保
育
士
と
し
て

採
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
合
格
者
の
内
訳
は
次
の
と
お

り
で
す
。

◆
公
立
学
校
教
員　

70
人
（
内
訳
…
小
学

校
教
諭
38
人
／
養
護
教
諭
15
人
／
中
学

校
教
諭
７
人
／
高
等
学
校
教
諭
１
人
／

特
別
支
援
学
校
教
諭
６
人
／
栄
養
教
諭

１
人
／
幼
稚
園
教
諭
２
人
）

◆
公
立
保
育
士
等　

19
人
（
内
訳
…
保
育

士
17
人
（
独
立
行
政
法
人
含
む
）
／
幼

稚
園･

保
育
所
２
人
）

全
国
的
な
採
用
状
況

—

人
物
重
視
の
傾
向
顕
著
に—

 

　

近
年
の
採
用
状
況
に
つ
い
て
は
、
少
子

化
が
進
み
、
学
級
数･

学
校
数
が
減
少
の

一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
も
の
の
、
団
塊
の

世
代
の
大
量
退
職
や
国･

自
治
体
の
施
策

に
よ
る
少
人
数
学
級
編
成
の
段
階
的
実
施

等
に
よ
り
、
採
用
数
は
増
加
の
傾
向
が
見

ら
れ
ま
す
。
こ
の
状
況
は
今
後
数
年
続
く

で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
公
立
学
校
教
員
採
用
試
験

で
は
、
受
験
者
数
18
万
２
３
８
人
で
３

年
連
続
し
て
17
万
人
を
超
え
て
い
ま
す
。

２
０
１
３
年
度
の
最
終
合
格
者
数
と
最
終

選
考
倍
率
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
２
０
１
３
年
度
公
立
学
校
教
員
採
用

状
況
（
全
国
）　

・
教
員
最
終
合
格
者
数　
３
万
９
３
０

人
（
過
去
10
年
間
で
最
多
）

・
教
員
最
終
選
考
倍
率　

５
・
８
倍

（
３
年
連
続
で
５
倍
台
に
低
下
）

（
小
学
校
４
・
０
倍
／
中
学
校
６
・
４

倍
／
高
校
７
・
４
倍
／
特
別
支
援
学

校
４
・
３
倍
）

　

10
年
前
に
比
べ
て
競
争
倍
率
は
低
く

な
っ
た
と
は
い
え
、
現
役
で
合
格
す
る

こ
と
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。

　

採
用
試
験
は
学
力
検
査
の
他
に
、
面

接
（
個
人･

集
団
）
や
集
団
討
論
、
場

面
指
導
、
模
擬
授
業
、
論
作
文
な
ど
の

課
題
を
確
実
に
ク
リ
ア
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
最
近
は
特
に
各
自
治
体

と
も
人
物
重
視
の
方
針
を
打
ち
出
し
て

お
り
、
面
接
や
模
擬
授
業
が
重
視
さ
れ

る
傾
向
に
あ
る
の
で
、
現
役
の
学
生
の

皆
さ
ん
は
教
育
実
習
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
等
の
経
験
を
振
り
返
り
、
実
践
力

を
磨
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

本
学
の
採
用
試
験
対
策
支
援

—
 

基
礎･

基
本
の
重
視
と

　
　
　

教
職
実
践
力
の
充
実 —

　

本
学
で
は
全
学
共
通
教
育
セ
ン
タ
ー

の
「
教
員
養
成
対
策
室
」
で
、
教
職
実

践
力
を
高
め
る
た
め
の
研
修
会
や
面
接

講
座
を
含
む
各
種
対
策
講
座
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
年
間
数
回
の
教
員･

保
育
士
模
擬
試
験
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
教
員･

保
育
士
採
用
試
験
と
そ

の
学
習
方
法
等
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
を
提
供
し
な
が
ら
採
用
試
験
の
相
談
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
し
っ
か
り
活

用
し
て
く
だ
さ
い
。

終
わ
り
に

　

本
学
か
ら
は
今
春
、
多
く
の
方
が
新
任

の
公
立
学
校
教
員･

公
立
保
育
所
保
育
士

と
し
て
働
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。
私
立
の

学
校･

幼
稚
園･

保
育
所
で
働
く
方
々
や

臨
時
任
用
の
方
々
を
含
め
る
と
、
さ
ら
に

多
く
の
教
員･

保
育
士
が
誕
生
し
ま
す
。

本
学
で
学
ん
だ
こ
と
を
い
か
し
て
、
未
来

を
生
き
る
子
ど
も
た
ち
を
支
え
る
た
め

に
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
び
続
け
る
教
員

･
保
育
士
と
し
て
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
ま
す
。

　

私
は
人
の
成
長
に
関
わ
る
仕
事
に

つ
き
た
い
と
思
い
、
小
学
校
の
教
師

を
め
ざ
し
ま
し
た
。

　

入
学
し
て
か
ら
は
、
毎
日
の
授
業

の
他
に
、
障
が
い
児
支
援
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
韓
国
の
檀
國
大
学
校
へ
の

留
学
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
自

ら
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ

れ
と
同
時
に
、
１
年
生
の
時
か
ら
教

員
採
用
試
験
に
向
け
て
過
去
の
問
題

を
解
く
な
ど
勉
強
を
は
じ
め
ま
し

た
。

　

３
年
生
か
ら
は
全
学
共
通
教
育
セ

ン
タ
ー
で
の
面
接
対
策
や
セ
ミ
ナ
ー

に
も
参
加
し
ま
し
た
。
面
接
対
策
で

は
鋭
い
指
摘
を
い
た
だ
き
落
ち
こ
む

こ
と
も
多
々
あ
り
ま
し
た
が
、
た
く

さ
ん
の
先
生
方
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
お
か
げ
で
、
東
京
都
と
大
阪
府
の

教
員
採
用
試
験
に
合
格
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

将
来
は
、
学
校
全
体
を
引
っ
張
っ

て
い
け
る
よ
う
な
教
師
を
め
ざ
し
、

大
学
で
学
ん
だ
こ
と
を
さ
ら
に
深
め

る
た
め
大
学
院
へ
進
学
し
、
研
鑚
を

積
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

 

後
輩
へ
ア
ド
バ
イ
ス

　
「
諦
め
な
い
」
と
い
う
気
持
ち
を

持
ち
続
け
る
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、

机
の
上
に
い
つ
ま
で
に
こ
う
な
り
た

い
と
、
自
分
に
あ
っ
た
前
向
き
な
目

標
を
掲
げ
て
お
く
と
効
果
的
で
す
。

　

私
は
地
元
で
の
就
職
を
ず
っ
と
め

ざ
し
て
い
て
、
子
ど
も
た
ち
と
関
わ

る
仕
事
が
し
た
い
と
思
い
、
実
家
か

ら
も
近
い
西
予
市
の
保
育
士
を
受
験

し
ま
し
た
。

　

採
用
試
験
の
勉
強
を
始
め
る
の
が

遅
か
っ
た
の
で
、
教
養
の
勉
強
を
進

め
る
こ
と
に
苦
労
し
ま
し
た
。
短
い

期
間
で
多
く
の
こ
と
を
勉
強
す
る
こ

と
は
精
神
的
に
も
大
変
で
し
た
が
、

先
生
方
の
サ
ポ
ー
ト
の
お
か
げ
で
力

が
つ
き
ま
し
た
。
特
に
面
接
や
小
論

文
な
ど
の
練
習
に
は
、
と
て
も
多
く

の
時
間
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
何
度
も
練
習
し
た
お
か
げ
で
、

採
用
試
験
の
本
番
で
も
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
て
自
分
の
思
い
を
伝
え
ら
れ
た
の

で
、
先
生
方
に
は
本
当
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。

　

社
会
人
に
な
る
の
は
不
安
も
あ
り

ま
す
が
、
自
覚
を
持
っ
て
が
ん
ば
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
保
育
士
と

し
て
子
ど
も
た
ち
に
寄
り
添
い
、
保

護
者
の
方
と
連
携
し
て
信
頼
さ
れ
る

存
在
に
な
る
こ
と
、
１
年
で
も
早
く

一
人
前
の
保
育
士
に
な
る
こ
と
を
目

標
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

　

 

後
輩
へ
ア
ド
バ
イ
ス

　

一
人
で
勉
強
す
る
の
で
は
な
く
、

友
だ
ち
と
一
緒
に
勉
強
す
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。
友
だ
ち
が
一
緒
に

い
る
と
心
強
く
、
良
い
刺
激
に
も
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
面
接
の
練
習
は

回
数
を
こ
な
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

先
生
方
に
も
協
力
し
て
い
た
だ
き
な

が
ら
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

サクセスチャート

サクセスチャート 人
間
生
活
学
部
児
童
学
科　

佐
野
祐
也

進学先

鳴
門
教
育
大
学

高
度
学
校
教
育
実
践
専
攻

教
員
養
成
特
別
コ
ー
ス

SUCCESS

SUCCESS

人
間
生
活
学
部
児
童
学
科　

大
野
紗
織

内定先

愛
媛
県
西
予
市
保
育
士

教
員･

保
育
士
等
採
用
試
験
結
果
報
告

徳
島
キ
ャ
ン
パ
ス　

全
学
共
通
教
育
セ
ン
タ
ー　

教
員
養
成
対
策
室

　
　
　

 

公
立
学
校
教
員･

保
育
士
等
に
89
人
が
合
格  （
３
月
18
日
現
在
）

（
２
０
１
３
年
度
採
用
）

4月5月6月7月8月9月10月11月12月1月2月3月

3 月　教職キャリアアップ合同研修会 
3 月【 6 日間】教員採用試験対策講座（春講）※有料

2 月　パワーアップガイダンス
2 月　鳴門教育大学附属小学校および附属幼稚園研究発表会
2 月〜 3月【 8 日間】アカンサス教師塾：春休み特別講座

（アカンサス講座／幼・保講座／面接／社会／理科講座） 12 月〜 5月【15 都府県市】各都道府県市の教員採用説明会の実施

10 月　教員養成セミナー in 文理

9 月【６日間】教員採用試験対策講座（夏講）※有料
9 月〜 11 月　幼保採用試験２次試験対策面接講座

11 月　教員・保育士合格体験発表会
11 月〜 7月【18 回】教員採用公開模試・幼保公開模試の実施

7 月下旬〜 8月　教員採用試験２次試験対策
　　　　　　　　面接・模擬授業・場面指導講座
7 月下旬〜 9月中旬　自己 PR 文添削指導

6 月中旬〜 7月上旬【 6 日間】模擬面接講座（個人・集団面接）
6 月中旬〜 7月上旬【 3 日間】模擬面接講座（集団討議）

4 月中旬〜 5月中旬【全 13 講座】
                  教員養成対策講座（教職教養）
4 月〜 6月　願書作成指導

◇学力充実講座：アカンサス教師塾
（一般教養・教職教養講座）

◇学力充実講座：アカンサス教師塾
（養護教諭講座）

◇学力充実講座：アカンサス教師塾
（幼・保講座）

通年：毎週【毎週１講座】

アカンサス教師塾（春休み特別講座） 模擬面接講座（集団面接） 教員養成セミナー in 文理

個別指導

年間の支援行事の予定表

合格への道 in 徳島キャンパス

保育士と幼稚園
教諭１種免許を
同時に取得でき
ることに魅力を
感じ入学

４年次

３年次

２年次

１年次

ボランティア活
動に参加し、さ
まざまな経験を
積む

実習がはじまり、
現場を知る

全学共通教育センター
やキャリア・サポート
グループを利用し採用
試験に挑む ←START

GOAL

【特集】就職状況と就職支援について  先輩から学ぶ就活ポイント

小学校の教師に
なるために入学

４年次

３年次

２年次

１年次

社会性を高めるためにボランティ
ア活動やアルバイトをはじめる

全学共通教育セン
ターの先生方の指導
を受けて猛勉強開始

教員採用試験（東
京都・大阪府小学
校）に合格したが、
大学院を受験し進
学を決意 ←START

GOAL
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Close-up campus
クローズアップキャンパス

Close-up campus クローズアップキャンパス

　2012 年 9 月 17 日（祝・月）にNHK教育テレビ「おか
あさんといっしょ」で長年、体操のお兄さんとして活躍
した佐藤弘道さんを招いたイベント（四国コカ ･コーラ
ボトリング主催）が本学徳島キャンパス体育館にて行わ
れました。同イベントは日本コカ ･コーラ株式会社が活
動的で健康的な生活習慣の促進を目的に、食育支援活動
の一環として 2006 年より全国で行っているもので、徳島
県では初の開催でした。また大学施設使用での開催は全
国でも初めてだったのでひろみちお兄さんはいつも以上
に張り切っていたようです。
　第一部はひろみちお兄さんとQoo（クー）の「ちゃんと
食べよう体操」が行われ、本学附属幼稚園の園児や公募
で募った親子ペア計 155 組（310 人）が参加し、ひろみ
ちお兄さんや商品キャラクターのQoo から、体操の歌詞
を通して規則正しい生活やバランスよく食べることの大
切さを伝えてもらいました。
　第二部は保育士や幼稚園教諭をめざす本学児童学科・
保育科の学生約 400 人を対象に、ひろみちお兄さんの実
技研修会が行われました。講義のあと全員での体操があ
り、学生たちは幼少期に観ていた番組「おかあさんといっ
しょ」に登場していたひろみちお兄さんからの直接指導
とあって、会場は終始大盛況でした。

ひろみちお兄さんと Qoo（クー）が
本学（徳島キャンパス）を訪問！

行事

　2012 年 12 月 9 日㈰、松山市愛媛大学南加記念ホールで開催された「話
してみよう韓国語」愛媛大会に、本学の総合政策学部総合政策学科 4年
の山本理沙さんが出場し、スピーチ部門で奨励賞を受賞しました。
　この大会は、駐大阪大韓民国総領事館韓国文化院および各地区大会実
行委員会の主催により、韓国語や韓国文化に対する関心が高い人々によ
るスピーチコンテストを実施し、学習者のさらなる学習意欲の向上をめ
ざすとともに、国際交流を通じ、他者との豊かなコミュニケーションを
図る楽しさを伝え、言語を通じた異文化理解の促進を図ることを目的と
して 2003 年から開催されています。
　愛媛大会は四国初の開催で、「ロールプレイ」「スピーチ」「K-pop」
の 3 部門に総数 78 人の方々が参加、本学からは 3組 5 人の学生が出場
しました。
　15 人が出場したスピーチ部門で、3位に当たる奨励賞を受賞した山本
理沙さんは、「ここが違うよ、韓国。〜愛の伝え方からみた日韓の文化
の違い」をテーマに、韓国人の積極的な感情表現や自己主張を学ぶとと
もに、日本とは違う文化をもっと深く理解し、国際交流に励んでいきた
いとの抱負を韓国語で発表しました。

総合政策学部総合政策学科４年　山本理沙さん

「話してみよう韓国語」愛媛大会で本学学生が奨励賞を受賞
行事

スピーチ中の山本さん

本学から 5人の学生が出場しました

　化学反応において、プラスの電荷を持つ
炭素（C）が隣接する原子、例えば臭素（Br）
などのハロゲン原子と一時的な結合を作る
現象を「隣接基関与」と呼び古くから知ら
れています（図1A）。「隣接基関与」は有
機合成反応において化合物の選択的な生成
に大きな効果があり、望みの化合物のみを
合成することができるため、基礎研究はも
とより医薬品製造等、工業的にも一般的に
利用されています。
　本学香川薬学部山口健太郎教授と東京大
学大学院薬学系研究科大和田智彦教授の共
同研究チームは、有機化学反応におけるハ
ロゲン原子の新しい「隣接基関与」の存在
を明らかにし、近傍に位置する 2つの典型
元素間に新しい化学結合（ハロゲン−窒素
結合）が存在することを見出し、その研究
成果の論文は米国科学アカデミー紀要に発
表されました（図1B）。
　本発見は、膀胱過敏症などの治療活性薬の有機合成研究の中で見出されたもので、創薬研究という応用研究の中にサイ
エンスの根源的な未解明な問題が潜んでいる、という絶好の事例であると捉えられます。また、本研究の成果は、基礎化
学の新しい化学結合の発見という意味だけでなく、従来、合成不可能だった構造を持つ生理活性物質の合成を可能にする
ものです。
　「ベックマン転位」という古くから知られている有名な化学反応がナイロン合成に大きく貢献したように、この発見が我々
の生活にとって有用な素材や医薬品の合成に応用されることが期待されます。

薬学研究から基礎化学の概念に関わる新たな現象を発見

化学反応における新規「隣接基関与」の証明
香川
薬学部

　総合政策学部の有志による環境美化ボランティアグループ
HENROZ の地道な活動が認められ、このたび「とくしま環境県
民会議表彰」を受賞しました。表彰式は 3月 4 日㈪、県庁の講堂
にて飯泉知事臨席のもと、とくしま環境県民会議の長尾会長より
HENROZ を代表して中川裕稀さんと池田和樹さんに賞状と副賞が
授与されました。
　総合政策学部では学部開設 10 周年記念事業として 2009 年の秋に
四国八十八ケ所遍路道の清掃活動を実施しましたが、学生から継続
して行いたいとの強い要望があり、これまでに 4回実施してきまし
た。第 2回以降は学生が自主的に計画・実施し活動報告会等も行い、
第 4回では大学祭でのバザーによる収益金を収集したタイヤ、家電
の処分費用に充当したり、報告会で発表したゴミ放棄情報システム
の構築案等が評価されました。

四国八十八ケ所遍路道の清掃活動

HENROZ が「とくしま環境県民会議表彰」を受賞
総合政策
学部

香川薬学部：山口健太郎 教授
　　　　　　川幡　正俊 助教

図１　炭素カチオンとハロゲンの相互作用は以前からよく知られていました（Ａ）。
　　　今回初めて窒素カチオンとの結合の存在を明らかにしました（B）。
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Close-up campusクローズアップキャンパス

　三連動地震の発生により、大津波が予想される県南地域において「助
かる命を助ける」ことを最優先に、新たな産業創造や地域の健康づくり
なども考慮した津波減災対策を検討する南部津波減災対策推進会議が設
置されました。この中で、東日本大震災での教訓を踏まえた「いのちを
守る・津波減災教育」の一環として、絵本作家の梅田俊作氏が防災絵本「よりたかく よりはやく」の作成を担当されました。
この絵本は、避難訓練をはじめとする備えの重要性や、「家族・地域の絆」の大切さを、優しいタッチの筆づかいと、わかり
やすい言葉で表現しています。この絵本をより幅広い年齢層の方々に発信するため、委員として会議に出席しているメディ
アデザイン学科の篠原靖典教授の指導のもと、4 年の坂本綾香さん、2 年の井上桜さん、浦川愛さん、篠原美玖さん、西岡美
紀さんの 5 人が絵本のアニメーション化およびインターネットでの情報発信に取り組み、2013 年 3 月 2 日㈯徳島県立図書館
で完成発表会を行いました。アニメーションは下記 URL にて作品を公開しておりますので、ぜひご覧ください。
 【URL】http://wwwt.bunri-u.ac.jp/human/ehon/index.htm

人間生活
学部

Close-up campus クローズアップキャンパス

　2013 年 3 月 14 日㈭ 14 時から徳島キャンパス・むらさきホールにおいて、音楽学部第 42 回、短期大学部音楽科第 46 回、
音楽専攻科第 37 回卒業演奏会が、盛大に開催されました。
　本年度は、専攻科の学生も参加しての多様な陣容となりました。卒業試験の厳しい審査を経て選出された、電子オルガン、
コンピュータ・ミュージック、声楽（テノール・ソプラノ）、ピアノ、フルート、チェロ、クラリネットの演奏者が、それぞ
れ栄えあるソロステージを踏みました。本学での日ごろの修練の成果を真摯な姿勢で熱演し、好評を博しました。
　なお、当日の出演者と曲名は、下記のとおりです。

行事
若き音楽家たちによる新しい旅立ちへのステージ

卒業演奏会開催
メディアデザイン学科

津波減災県南モデルのアニメ制作

梅田さん（右から３人目）と記念撮影

　今年もウィーン冬期セミナーを 2 月 5 日㈫から 9 日㈯まで開催しました。ピアノをジュゼッペ・マリオッティ学部長、ク
ラリネットをウィーン国立音楽大学で教鞭を取り、ウィーン交響楽団のクラリネット奏者でもあるアレクサンダー・ノイバ
ウワー先生を講師としてお迎えしました。今回は台湾の台南應用科技大学から 3 人のクラリネットを学ぶ学生も参加し、活
気づいたセミナーとなりました。  
　ノイバウワー先生は今回初めての来学で、ウィーンの伝統にのっとり、アカデミックで、何よりも間近でその音色を聴く
ことが、言葉で伝える以上に理解度を深めました。すべてのレッスンにおいて、受講者・聴講者ともに先生のパワフルで表
現力豊かな指導に引き込まれていました。また、マリオッティ学部長のレッスンもきめ細かい的を得た指導で、劇的に受講
者の技術面や音楽性の向上が見られた講座となりました。          
　最終日にはむらさきホールで、午前は指揮法講座が富岡西高校吹奏楽部・徳島文理大学ウィンドオーケストラのモデルハ
ウスによる合同吹奏楽で実施され、中学・高校から若い指導者 2 人のモデル指揮により、演奏者・聴講者全員が本場ウィー
ンの音楽を肌で感じることができました。午後はクラリネット受講生全員の演奏と、ノイバウワー先生・マリオッティ学部
長の息の合った素晴らしい演奏、最後に合同吹奏楽の演奏で 5 日間の充実したセミナーを閉じ、参加者は改めて学ぶことの
大切さを再確認しました。

爽やかなウィーンの風にのって

インターナショナルウィーン冬期セミナーを開催
行事

【電子オルガン】
大久保菜美／弦楽セレナーデ
井手迫　舞／幻想交響曲

【コンピュータ・ミュージック】
清水　友耶／風の棲む場所
村上　俊太／新・時空旅行

【テノール】
中田　崇博／オペラ「愛の妙薬」より  人知れぬ涙

【ピアノ】
平岡里佳子／バラード第 2 番ロ短調
森口　　遙／バラード第 4 番ヘ短調
髙尾　奈摘／「クープランの墓」より  トッカータ

髙井　承実／わら人形
小野夕央希／幻想ポロネーズ変イ長調
辻　みずき／ダンテを読んで

【フルート】
橋本　梨央／フルート協奏曲第 2 番ニ長調
桑田　真帆／冥

【チェロ】
前田　祐希／チェロ協奏曲　ロ短調

【クラリネット】
本田あゆみ／クラリネット協奏曲ヘ短調

【ソプラノ】
岡村　由香／オペラ「アイーダ」より  勝ちて帰れ！

₅月 25 日㈯　ニコライ・トカレフ　ピアノリサイタル
₇月 20 日㈯〜 25 日㈭　第 14 回インターナショナル夏期講習会
10 月 12 日㈯〜 13 日㈰　第 ₅ 回徳島音楽コンクール
11 月 23 日（土・祝）〜 24 日㈰　第 56 回徳島文理大学定期演奏会

【2014 年】
₃月 14 日㈮　卒業演奏会

2013年度　コンサート日程等

　文化財学科・英語英米文化学科で学芸員資格取得をめざしている学生と文学研究科の大学院生 10 人が企画・運営した展覧
会が、2 月 15 日㈮から 3 月 10 日㈰まで高松市石の民俗資料館で開催されました。
　約 1 年半の歳月を費やして、学習会や打ち合わせ会の開催をはじめ、調査研究・展示資料借用交渉・ポスターとチラシ作製・
スタッフジャンパーデザイン・展示計画策定・演示具作製・パンフレット作製・展示資料解説パネル作製・開会式準備など、
展覧会開催に関わるさまざまな仕事を分担して計画的に進めました。
　本展覧会では、2000 年度から本学文化財学科の教員が中心となって学生とともに進めている広島県尾道市・西國寺所蔵文

化財の調査研究において明らかになった約 1 万 5000 点の資料の中から、
学生の視点で「仏教」「歴史」「天文」「仏画」の 4 つの内容に着目し、
29 点の資料を展示しました。その内、仏教に関わりのあるもの以外に
国文学や天文学に関するものを取り上げたことは興味深く、著名な『新
古今和歌集』（鎌倉時代作）は、安土桃山時代の写本として国文学上大
変貴重な資料として注目されました。
　学生たちはこの取り組みを通じて、自らの「主体性」、相互に助け合
う「協調性」、実社会と接する中で「責任感」を育むことができ、見違
えるほど成長を遂げました。まさに、本学の建学精神「自立協同」を体
現した展覧会となりました。

文学部の学生の企画・運営による展覧会  第６弾開催

「見る・知る・変わる  お寺の魅力展　—尾道・西國寺が語るもの—」
文学部

桐野学長（後列中央）、学生たちと記念撮影

　2 月 24 日㈰から 3 月 6 日㈬までの 11 日間、台湾の大仁科技大学で
語学短期留学を実施しました。大仁科技大学は台湾南部屏東県に位置
し、4 学部 24 学科、学生 1 万 2000 人を擁する総合大学です。
　11 日間の研修では語学研修のほか、台湾の学生と台湾料理調理実習、
台湾烏龍茶、校内アスレチックなどを体験しました。休日には台湾南
部の史跡研修に参加して、台湾の街並みを散策しながら習ったばかり
の中国語で現地の方々と交流し、有意義な時間を過ごしました。

異文化に触れる

台湾大仁科技大学語学短期留学
行事

大仁科技大学にて クラリネット奏者 アレクサンダー・ノイバウワー先生のレッスン

声楽（ソプラノ）岡村由香さん



伊藤教授と指導を受けている学生たちとの談笑風景
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●
伊
藤
教
授
に
お
聞
き
し
ま
す
。
研

究
（
講
座
）
内
容
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

　

神
経
生
物
学
で
す
。
細
胞
ひ
と
つ

の
中
身
を
調
べ
る
こ
と
を
進
め
る
う

ち
に
、
高
感
度
測
定
法
の
開
発
も
主

要
テ
ー
マ
と
な
っ
て
き
て
、
今
は
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
、
糖
尿
病
の
診
断

の
た
め
の
高
感
度
測
定
法
の
開
発
も

行
っ
て
い
ま
す
。

●
学
生
た
ち
の
雰
囲
気
は
い
か
が
で

す
か
？　

中
で
も
、
こ
の
コ
ー

ナ
ー
で
取
材
す
る
学
生
さ
ん
は
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま

す
か
？

　

薬
学
部
で
す
の
で
勉
強
は
大
変
で

す
。５
年
生
に
な
る
と
長
期
実
習
も
あ

り
学
校
を
不
在
に
し
ま
す
。し
か
し
そ

の
よ
う
な
忙
し
い
中
で
も
、
先
輩
が

後
輩
を
助
け
、
同
級
生
同
士
で
支
え

合
い
な
が
ら
、
和
気
あ
い
あ
い
と
勉

強
し
た
り
実
験
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

●
研
究
室
（
講
座
）
の
最
新
ニ
ュ
ー

ス
は
あ
り
ま
す
か
？

　

学
生
さ
ん
た
ち
の
努
力
に
よ
っ
て

多
く
の
論
文
が
有
名
な
雑
誌
に
出
て

い
ま
す
。
イ
ン
ス
リ
ン
が
長
期
記
憶

に
関
与
す
る
と
い
う
論
文
は
、
北
米

神
経
科
学
会
の
雑
誌
に
出
て
、
反
響

を
呼
ん
で
い
ま
す
。

●
実
験
の
内
容
を
詳
し
く
教
え
て
く

だ
さ
い
。

　

モ
ノ
ア
ラ
ガ
イ
に
嗜
好
性
の
あ
る

（
甘
く
て
大
好
き
な
）
シ
ョ
糖
を
与

え
る
と
、
そ
れ
を
咀
嚼
し
ま
す
（
口

を
動
か
し
て
食
べ
ま
す
）。
一
方
、

忌
避
性
の
あ
る
（
ち
ょ
っ
と
苦
み
の

あ
る
）塩
化
カ
リ
ウ
ム
を
与
え
る
と
、

モ
ノ
ア
ラ
ガ
イ
は
殻
の
中
に
引
き
込

ん
で
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
シ
ョ
糖

の
あ
と
に
塩
化
カ
リ
ウ
ム
を
与
え
る

と
、
モ
ノ
ア
ラ
ガ
イ
は
シ
ョ
糖
の
次

に
は
嫌
な
塩
化
カ
リ
ウ
ム
が
く
る
こ

と
を
学
習
し
て
、
シ
ョ
糖
に
対
し
て

咀
嚼
を
起
こ
さ
な
く
な
り
ま
す
（
口

を
開
け
て
食
べ
る
こ
と
を
し
な
く
な

り
ま
す
）。
こ
れ
を
味
覚
嫌
悪
学
習

と
言
い
ま
す
。
し
か
も
こ
れ
は
か
な

り
長
い
期
間
（
ひ
と
月
以
上
）、
記

憶
と
し
て
保
持
さ
れ
ま
す
。

　

我
々
は
２
０
０
６
年
に
味
覚
嫌
悪

Pic
k up!!

◆
香
川
薬
学
部
薬
学
科
教
授　

伊
藤　

悦
朗　
　
　

◆
香
川
薬
学
部
薬
学
科
５
年　

大
塚　

栄
美

機
能
生
物
学
講
座

連載

研
究
室
へ
の
誘
い
　
香
川
薬
学
部

の
上
昇
が
確
認
さ
れ
た
の
で
す
。
こ

の
神
経
伝
達
効
率
の
上
昇
は
、
長
期

に
わ
た
る
記
憶
の
素
過
程
（
つ
ま
り

長
期
記
憶
の
際
に
実
際
に
脳
の
中
で

起
こ
っ
て
い
る
こ
と
）
と
一
般
的
に

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、
前

述
の
通
り
、
味
覚
嫌
悪
学
習
を
習
得

し
た
モ
ノ
ア
ラ
ガ
イ
の
脳
の
中
で
イ

ン
ス
リ
ン
が
増
え
て
い
る
こ
と
に
対

す
る
説
明
が
、
神
経
回
路
レ
ベ
ル
で

も
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
わ
け

で
す
。

　

さ
ら
に
は
、
イ
ン
ス
リ
ン
の
受
容

体
の
機
能
を
阻
害
で
き
る
抗
体
を
投

与
す
る
と
、
こ
の
神
経
伝
達
効
率
の

上
昇
が
止
ま
り
ま
し
た
。
従
っ
て
、

間
違
い
な
く
イ
ン
ス
リ
ン
が
脳
内
で

長
期
に
わ
た
る
記
憶
を
助
け
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
わ
け
で

す
。

　

そ
し
て
さ
ら
に
は
、
イ
ン
ス
リ
ン

の
受
容
体
の
抗
体
を
直
接
モ
ノ
ア
ラ

ガ
イ
に
注
射
し
、
そ
し
て
そ
の
動
物

に
味
覚
嫌
悪
学
習
を
施
し
た
と
こ

ろ
、
こ
れ
ま
た
面
白
い
こ
と
に
学
習

そ
の
も
の
は
成
立
す
る
も
の
の
、
そ

学
習
を
習
得
さ
せ
た
あ
と
に
、
脳
の

中
で
ど
の
遺
伝
子
の
発
現
が
増
え
て

く
る
の
か
（
つ
ま
り
Ｄ
Ｎ
Ａ
か
ら
ｍ

Ｒ
Ｎ
Ａ
に
多
く
変
わ
る
の
は
ど
の
遺

伝
子
か
）
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
イ
ン

ス
リ
ン
の
遺
伝
子
が
多
く
発
現
し
て

い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
今
回
、
モ
ノ
ア
ラ
ガ
イ
の

脳
を
取
り
出
し
て
き
て
、
こ
の
味
覚

嫌
悪
学
習
に
関
与
す
る
神
経
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
中
に
あ
る
、
特
定
の
シ
ナ

プ
ス
（
つ
ま
り
神
経
細
胞
間
の
つ
な

が
り
の
部
分
）
に
着
目
し
、
そ
こ
に

イ
ン
ス
リ
ン
を
投
与
し
た
と
こ
ろ
、

面
白
い
こ
と
に
、
そ
の
神
経
細
胞
間

で
長
時
間
に
わ
た
る
神
経
伝
達
効
率

大塚さんと伊藤教授

の
記
憶
が
長
期
化
す
る
こ
と
が
妨
げ

ら
れ
ま
し
た
。
つ
ま
り
個
体
レ
ベ
ル

で
も
、
イ
ン
ス
リ
ン
が
長
期
記
憶
と

関
連
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。

　

ま
と
め
る
と
、
長
期
記
憶
と
い
う

個
体
レ
ベ
ル
で
の
現
象
、
な
ら
び
に

そ
の
脳
内
の
神
経
細
胞
レ
ベ
ル
で
の

現
象
の
両
方
に
お
い
て
、イ
ン
ス
リ
ン

の
関
与
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

●
こ
の
研
究
に
つ
い
て
、
今
後
は
ど

の
よ
う
な
検
証
を
進
め
て
い
く
予

定
で
し
ょ
う
か
？

　

も
ち
ろ
ん
、
モ
ノ
ア
ラ
ガ
イ
を

使
っ
て
ま
だ
ま
だ
イ
ン
ス
リ
ン
受
容

体
の
反
応
下
流
、
つ
ま
り
イ
ン
ス
リ

ン
が
神
経
細
胞
の
受
容
体
に
結
合
し

た
後
ど
う
な
る
の
か
な
ど
を
細
か
く

調
べ
て
い
き
ま
す
。
同
時
に
、
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
モ
デ
ル
マ
ウ
ス

や
、
糖
尿
病
の
モ
デ
ル
マ
ウ
ス
を

使
っ
て
、
イ
ン
ス
リ
ン
が
ほ
乳
類
の

脳
内
で
ど
の
よ
う
な
働
き
を
す
る
の

か
を
調
べ
て
い
き
ま
す
。

●
続
い
て
大
塚
さ
ん
に
お
聞
き
し
ま

す
。
現
在
所
属
し
て
い
る
研
究
室

（
講
座
）
を
選
ん
だ
き
っ
か
け
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

最
初
は
友
だ
ち
の
薦
め
で
こ
の
研

究
室
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
ま
た

祖
父
が
糖
尿
病
で
イ
ン
ス
リ
ン
を
注

射
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
最
終
的

に
イ
ン
ス
リ
ン
を
研
究
し
て
い
る
こ

の
研
究
室
を
選
び
ま
し
た
。

●
所
属
し
て
い
る
研
究
室
（
講
座
）

の
魅
力
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
に
あ
り

ま
す
か
？

　

研
究
室
の
雰
囲
気
が
良
く
、
研
究

や
勉
強
が
し
や
す
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

先
生
方
は
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
を

質
問
す
る
と
親
切
に
対
応
し
て
く
だ

さ
い
ま
す
。
ま
た
先
輩
後
輩
は
関
係

な
く
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
、
先
輩
か
ら

は
勉
強
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
い

た
だ
い
た
り
、
後
輩
に
は
実
験
の
方

法
を
教
え
た
り
し
て
い
ま
す
。

●
こ
れ
か
ら
の
目
標
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

　

今
研
究
し
て
い
る
イ
ン
ス
リ
ン
を
、

将
来
的
に
糖
尿
病
や
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
病
に
も
活
用
で
き
る
研
究
を
続

け
、
そ
の
知
識
や
経
験
を
薬
剤
師
に

な
っ
た
と
き
に
い
か
し
た
い
で
す
。

●
学
科
の
自
慢
ポ
イ
ン
ト
を
３
つ
教

え
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
理
由
も
お

願
い
し
ま
す
。

１
．
国
家
試
験
対
策
を
し
っ
か
り
し

て
く
れ
る　
１
年
生
か
ら
で
も
先
生

か
ら
国
家
試
験
対
策
に
向
け
て
の
対

策
を
し
て
い
た
だ
き
、
と
て
も
身
に

つ
い
て
い
ま
す
。

２
．
設
備
が
充
実
し
て
い
る　

有
機

化
学
か
ら
生
物
、
ま
た
副
作
用
の
発

見
ま
で
、
薬
に
つ
い
て
勉
強
を
す
る

た
め
の
機
械
が
全
て
そ
ろ
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
学
生
が
自
由
に
勉
強
で
き

る
部
屋
も
あ
る
の
で
活
用
し
て
い
ま

す
。

３
．
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
し
て

い
る
先
生
が
多
く
在
籍
し
て
い
る　

先
生
が
50
人
以
上
在
籍
し
て
い
る
の

で
、
レ
ポ
ー
ト
を
見
て
い
た
だ
い
た

り
質
問
が
と
て
も
し
や
す
い
で
す
。

モノアラガイ

インスリンの体内濃度を高感度で測定する実験

インスリン投与による神経伝達効率変化の実験
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徳
島
県
支
部

徳
島
県
支
部
長
　
梅
田 

貴
文

　

２
０
１
２
年
度
ア
カ
ン
サ
ス
会
徳

島
県
支
部
総
会
は
昨
年
６
月
23
日

㈯
、
徳
島
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ア
カ
ン
サ

ス
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総

会
後
に
研
修
会
を
開
催
し
講
師
に
本

会
員
で
あ
り
、
短
期
大
学
部
商
科
卒

の
福
永
由
里
子
氏
を
お
迎
え
し
、「
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
が
ア
ッ
プ
す

る
魔
法
の
言
葉
」
と
い
う
題
目
で
お

話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
引
き
続
き

新
入
会
員
歓
迎
会
を
開
催
し
、
会
員

同
志
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

山
城
祭
の
最
終
日
10
月
20
日
㈯
に

は
徳
島
文
理
大
学
公
開
講
座
を
徳
島

県
支
部
共
催
で
開
催
し
、
河
野
メ
リ

ク
ロ
ン
代
表
取
締
役
社
長
の
河
野
通

郎
氏
よ
り
「
〜
限
り
な
き
夢
を
ラ
ン

アカンサス会だより

に
求
め
て
〜
歩
ん
で
来
た
道
、
目
指

す
道
」
と
い
う
題
目
で
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

２
０
１
３
年
度
本
支
部
総
会
は
６

月
15
日
㈯
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
少

し
で
も
多
く
の
卒
業
生
の
方
々
に
お

集
ま
り
い
た
だ
き
、
今
後
の
支
部
活

動
等
に
つ
い
て
ご
意
見
を
お
聞
か
せ

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
香
川
県
支
部

香
川
県
支
部
長
　
石
川 

慎
也

　

ア
カ
ン
サ
ス
会
香
川
県
支
部
主
催

で
、
昨
年
８
月
14
日
㈫
か
ら
２
泊
３

日
で
上
海
旅
行
を
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
現
役
学
生
と
卒
業
生
の
交
流
と

異
文
化
体
験
を
目
的
と
し
た
も
の
で

す
。
参
加
学
生
の
旅
費
の
一
部
は
卒

業
生
が
負
担
す
る
と
い
う
か
た
ち
で

行
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
日
程
が
お

盆
期
間
だ
っ
た
た
め
帰
省
し
て
い
る

学
生
が
多
く
、
卒
業
生
や
大
学
の
先

生
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
今
話
題
を
席
巻
し
て
い

る
Ｌ
Ｃ
Ｃ
（
格
安
航
空
会
社
）
の
春

秋
航
空
を
利
用
し
、
高
松
空
港
を
飛

び
立
ち
ま
し
た
。
上
海
で
は
、
リ
ニ

ア
モ
ー
タ
ー
カ
ー
に
乗
車
し
た
り
、

豫
園
を
見
学
し
た
り
歴
史
と
最
先
端

の
文
明
が
融
合
し
た
上
海
を
満
喫
し

ま
し
た
。

　

次
回
は
、
台
湾
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
詳
し
い
日
程
が
決
ま
り
次
第
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
の
で
、
現
役
学

生
の
皆
さ
ま
、
卒
業
生
の
皆
さ
ま
万

難
を
排
し
て
参
加
い
た
だ
き
、
現
役

の
学
生
と
卒
業
生
の
交
流
、
そ
し
て

異
文
化
を
体
験
し
ま
し
ょ
う
。

　
沖
縄
県
支
部

沖
縄
県
支
部
長
　
小
池 

伸
彦

　

ア
カ
ン
サ
ス
会
沖
縄
県
支
部
設

立
２
年
目
と
な
る
２
０
１
２
年
度

沖
縄
県
支
部
総
会
は
、
名
護
地
区

で
２
０
１
２
年
８
月
に
開
催
予
定
で

し
た
が
、
台
風
襲
来
の
た
め
中
止
と

な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
２
０
１
３

年
２
月
24
日
㈰
を
設
定
し
、
名
護
市

Green T
ea

に
お
い
て
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

　

現
役
員
よ
り
２
０
１
１
年
度
活
動

報
告
・
会
計
報
告
が
な
さ
れ
、
名
護

地
区
の
副
支
部
長
・
新
役
員
を
選

任
し
、
新
副
支
部
長
の
議
事
進
行

で
、
２
０
１
３
年
度
支
部
総
会
・
今

後
の
活
動
等
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま

し
た
。
出
席
者
か
ら
は
多
く
の
意
見

が
あ
り
、
沖
縄
県
支
部
は
那
覇
地
区

と
名
護
地
区
の
２
拠
点
と
し
、
会
員

を
増
や
す
努
力
を
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
随
時
連
絡
を
取
り
な
が
ら
進
め

て
い
く
こ
と
が
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
０
１
３
年
度
行
事
と
し
て
、
支

部
総
会
を
２
０
１
３
年
９
月
１
日
㈰

に
開
催
予
定
で
す
。
詳
細
は
、
後
日

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
会
長
】
高
橋
倫
子

【
副
会
長
】
井
内 

準
・
小
西
寿
久
・
平 

哲
也
・
内
永
健
太
朗
・
宮
浦
道
代
・

山
本
正
子
・
榎
内
光
子

【
理
事
】
堤 

美
代
子
・
市
原
紀
代
香
・

入
野
恵
子
・
鎌
田
由
美
子
・
藤
井
直
樹
・

小
川
嘉
弘
・
長
江
優
太
・
原 

幸
子

【
幹
事
】 

大
久
保
純
子
・
遠
藤
真
由
美
・

宗
野
真
和
・
高
田
真
弓
・
中
路
裕
子
・

敷
島
紀
子
・
古
田
澄
恵
・
清
久
加
代
子
・

廣
瀬
和
美
・
石
川
弥
加
・
安
藝
誠
二
・

三
宅 

幸
・
福
富
史
恵
・
廣
瀬
勝
盛
・

　

昨
年
、
横
浜
の
「
港
の
見
え
る
丘

公
園
」
で
ア
カ
ン
サ
ス
を
見
つ
け
ま

し
た
。
会
員
の
皆
さ
ま
は
こ
の
植
物

を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
最
近
時
々

見
か
け
る
よ
う
に
な
り
、
こ
こ
徳
島

で
も
こ
の
植
物
が
生
育
す
る
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。「
港
の
見
え
る
丘
公

園
」
で
は
、
折
か
ら
の
雨
に
濡
れ
て

光
る
濃
緑
の
巨
大
な
葉
と
、
高
く
首

を
も
た
げ
て
堂
々
と
花
開
く
紫
と
白

の
鮮
や
か
な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
に
見
と

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

我
が
大
学
の
校
章
は
こ
の
ア
カ
ン

サ
ス
の
葉
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の
で

す
。
ま
た
、
同
窓
会
の
名
称
も
こ
の

植
物
に
由
来
し
て
い
ま
す
。
そ
の
葉

は
古
代
ギ
リ
シ
ャ
に
お
い
て
文
様
と

な
り
、
中
近
東
・
イ
ン
ド
・
中
国
等

を
経
て
我
が
国
に
招
来
、
独
自
の
多

様
な
唐
草
文
様
に
変
容
し
た
と
聞
き

ま
し
た
。
以
来
、
私
に
と
っ
て
ア
カ

ン
サ
ス
は
未
だ
見
ぬ
異
国
の
植
物
と

し
て
ず
っ
と
憧
れ
の
対
象
で
し
た
。

昨
年
、
偶
然
こ
の
花
の
華
麗
な
花
穂

に
出
会
い
、
長
年
探
し
続
け
て
い
た

想
い
人
に
巡
り
会
っ
た
よ
う
な
気
が

し
ま
し
た
。

　

沿
革
史
を
ひ
も
と
く
と
、
同
窓
会

は
１
９
６
７
年
に
発
足
、
そ
の
会
則

一
条
に
、
ア
カ
ン
サ
ス
会
の
名
称
が

見
え
ま
す
。
ま
た
、
校
章
に
つ
い
て

は
次
の
通
り
で
す
。「
ア
カ
ン
サ
ス
属

の
一
種
、
ア
カ
ン
サ
ス
・
ス
ピ
ノ
ー

サ
ス
の
葉
を
、
当
時
の
河
野
講
師
に

よ
り
図
案
化
し
た
も
の
。
ア
カ
ン
サ

ス
属
の
植
物
は
地
中
海
沿
岸
の
原
産

ア
カ
ン
サ
ス
会
だ
よ
り

　アカンサス会は、徳島文理大学卒業の同窓生で、会員相互の親睦をはか
るとともに卒業生と母校との連絡を密にし、母校の発展を期することを目
的とした同窓会の名称であり、1967 年に設立されました。本会ではこの
目的を達成するために、親睦会・講演会・講習会の開催などの事業を行っ
ています。また、2009 年に徳島県支部・香川県支部、2011 年に沖縄県支
部を設立し、各支部とも各県出身者を中心にそれぞれ活動を行っています。
　同窓生交流の場として、ホームカミングを村崎学園創立 100 周年（1995
年）、1998 年、110 周年（2005 年）に徳島・香川両キャンパスにおいて開催し
たところ、同窓生およびその家族が一同に会し、楽しく交流を深めました。
　さらに、毎年 4 月に、アカンサス会会員の皆さまに徳島文理大学通信ア
カンサスをお送りし、現在の大学の状況をお知らせしています。また、「徳
島文理大学公開講座 2013」を 4 月から徳島・香川両キャンパスにて開催
しており、毎回さまざまな分野の著名人をお招きし、好評を得ています。
今年度の予定は、本誌 18 ページに掲載しております。ぜひ皆さま方お誘
い合わせのうえ、ご参加ください。

〒770－8514 徳島市山城町西浜傍示 180　徳島キャンパス
アカンサス会事務局

TEL・FAX：088－602－8726（直）（平日 10：00 〜 15：30）
E－mail：acanthus@tks.bunri-u.ac.jp
※氏名・住所など変更の場合は必ずご連絡ください。

アカンサス会
事務局

  ◆お問い合わせ先

徳島県・沖縄県
支部

〒 770－8514　徳島市山城町西浜傍示 180
　　　　　　　徳島キャンパス　アカンサス会事務局
TEL・FAX：088－602－8726（直）
問い合わせ時間：10：00〜15：30
E－mail：acanthus@tks.bunri-u.ac.jp

香川県支部
〒 769－2193　香川県さぬき市志度 1314－1
　　　　　　　徳島文理大学　香川キャンパス
TEL：087－894－5111（内線 2295　島崎）
E－mail：acanthus@kgw.bunri-u.ac.jp

香川県支部会 上海豫園にて

で
、
あ
ざ
み
に
似
た
多
年
草
ま
た
は

小
灌
木
。acanthus

（
棘
、
ギ
リ
シ

ャ
語
）に
由
来
し
て
お
り
、そ
の
葉
は

古
代
か
ら
図
案
の
材
料
と
し
て
用
い

ら
れ
、
ア
カ
ン
サ
ス
葉
飾
、
忍
冬
飾

な
ど
と
呼
ん
で
ギ
リ
シ
ャ
様
式
建
築

の
柱
頭
飾
等
に
使
わ
れ
た
こ
と
で
著

名
。そ
の
棘
は
、事
に
当
た
り
厳
正
的

確
に
処
理
す
る
優
れ
た
知
性
を
、
そ

の
葉
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
美
、
な

い
し
は
芸
術
に
通
ず
る
豊
か
な
情
操

を
具
象
化
す
る
も
の
と
し
て
、
本
学

の
校
章
に
制
定
さ
れ
た
」。会
員
の
皆

さ
ま
に
は
、
会
の
名
称
と
校
章
に
思

い
を
馳
せ
て
、
遠
く
地
中
海
か
ら
や

っ
て
き
た
こ
の
力
強
い
植
物
に
親
し

み
を
感
じ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
知
性
と
情
操
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
古
く
か
ら
尊
ば
れ
た

ア
カ
ン
サ
ス
の
名
と
文
様
を
、
私
た

ち
に
伝
え
て
く
だ
さ
っ
た
本
学
先
人

の
叡
智
に
感
謝
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

藤
巻 

晃

【
顧
問
】
桐
野 

豊
・
村
崎
正
人
・

　
　
　

佐
藤
敬
子
・
藤
田
義
彦

【
参
与
】
早
雲
洋
一
・
名
越
一
二
三
・

　
　
　

本
永 

清

【
監
査
】
安
藝 

武
・
出
口
裕
子

【
徳
島
県
支
部
長
】
梅
田
貴
文

　

同
事
務
担
当　

犬
伏
知
子

【
香
川
県
支
部
長
】
石
川
慎
也

　

同
事
務
担
当　

遠
藤
真
由
美

【
沖
縄
県
支
部
長
】
小
池
伸
彦

　

同
事
務
担
当　

松
下
純
子

◎
２
０
１
２
年
度
ア
カ
ン
サ
ス
会
役
員
会
を
３
月
２
日
㈯
に
開
催
し
ま
し
た

ア
カ
ン
サ
ス
を
ご
存
じ
で
す
か
？ 　
　
　
　
　
　
ア
カ
ン
サ
ス
会
　
会
長
　
高
橋 

倫
子 

アカンサス会

支部からの
お知らせ

  ◆ 2０１３ 年度  支部総会の開催予定

開催日：６月 15 日㈯　10 時〜
会　場：徳島文理大学

徳島キャンパス
アカンサスホール

徳島県支部

なお、詳細は適宜、アカンサス会のホームページ
に掲載しますのでご覧ください。

［URL］http://www.bunri-ac.jp/acanthus/index.html

香川県支部

開催日：８月 31 日㈯　16 時〜
会　場：JR ホテルクレメント高松

2 F　霞暁
（旧全日空ホテルクレメント高松）

087–811–1111

沖縄県支部
開催日：９月１日㈰　16 時〜
会　場：ホテル  ゆがふいんおきなわ

0980–53–0031

６
万
４
０
０
０
人
の
卒
業
生
と
大
学
を
つ
な
げ
る

徳
島
文
理
大
学
・
徳
島
文
理
大
学
短
期
大
学
部
同
窓
会
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地
域
ビ
ジ
ネ
ス
や
文

化
・
芸
術
な
ど
多
様
な

テ
ー
マ
を
題
材
に
し
た

「
徳
島
文
理
大
学
公
開
講

座
２
０
１
３
」
を
開
催
し

ま
す
。
本
講
座
で
は
、
各

界
で
活
躍
す
る
リ
ー
ダ
ー

か
ら
地
域
や
個
人
が
果
た

す
役
割
な
ど
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き

ま
す
。
講
演
後
に
は
テ
ー
マ
を
さ
ら
に
掘

り
下
げ
理
解
す
る
た
め
、
地
元
地
域
で
活

躍
す
る
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
を
お
招
き
し
、

討
論
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

７
年
目
と
な
る
今
回
は
、
徳
島
キ
ャ
ン

パ
ス
・
香
川
キ
ャ
ン
パ
ス
と
も
各
３
回
の

計
６
回
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
各
講
座
の

日
程
・
講
演
者
・
演
題
は
別
表
の
と
お
り

で
す
。
一
般
の
方
に
も
事
前
の
申
し
込
み

は
不
要
・
入
場
無
料
で
開
放
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
昨
年
開
催
し
た
公
開
講
座
の
内

容
を
ま
と
め
た
書
籍
『
公
開
講
座
か
ら
学

ぶ
知し

つ

得と
く

流り
ゆ
う

儀ぎ

…
ハ
ッ
シ
ン
…
』
を
販
売

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
書
籍
で
も
本
講
座
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　創立 30 年目を迎え「自立協同」の建学精神に則り、校訓の「正しく強
く美しく」を実践できる人間の育成に努力しております。
　本校の教育方針は「豊かな心と創造的態度の育成」「基礎的・基本的事
項の体得」「能力の開発と個性の伸長」「国際性豊かな人材の育成」「日本
文化の尊重」をめざしています。
　具体的には、充実した 3 つの図書室（低・中・高学年）と学級文庫を通
して読書指導に力を入れています。読書で培われた「読む力・書く力」が
身につき、感想文や意見文が全国的に高い評価を受けています。また、そ
の感性をいかして短歌・俳句・詩などに顕著な成果を上げています。情操
面では、「会釈や挨拶ができる子、思いやりの心をもつ子」を育てること
に取り組んでいます。英語は開校以来、１ 年から ６ 年まで週 ２ 時間教科と
して特設（高学年ではそのうち １ 時間を外国人教師が指導）し、段階的、
発展的な授業を展開しています。全校茶会や一味会（音楽や英語劇）、古
典文学、百人一首・四字熟語・ことわざかるたとりをすることによって、
日本の伝統文化に慣れ親しむ態度を育成しております。なお、文理補充教
材を使い ６ 年間で ７ 年間の時数を確保し内容を充実させています。

　環境に優しい安全・安心な校舎、充実した施設設備と本格的な日本庭園、
広々とした運動場等、本校の教育環境は理想的なものとなっています。
　「第一志望はゆずれない」を合言葉に、高い目標に向かって切磋琢磨し
ている生徒と経験豊富な教職員の信頼関係が、東京大学 5６ 人、国公立大
学医学科 ２04 人、徳島文理大学 ２６１ 人（過去 １0 年間）に代表される顕著
な合格実績を生んでいます。
　オーストラリアでの語学研修も軌道に乗り、北京師範大学第二附属中学
とは友好交流 33 年目を迎えています。活躍する部活動を応援し、楽しい
マイペースの部活動も奨励しています。剣道部は全国上位をめざしてがん
ばっています。文化祭は活気あふれる多彩なプログラムとなり、年々充実
してきています。体育祭は各クラスの団結力を醸成する絶好の機会となり、
高校 3 年生の応援合戦は本格的な受験勉強への出陣式となっています。
　本校は、このように進学指導を中核として、品位と知性に富む、２１ 世
紀をリードする国際人を育成する教育をめざします。

　本幼稚園は、学園の建学精神である「自立協同」を基本的理念とし、
具体的なものとして ｢健康・知性・徳性｣ の 3 つの基本的教育方針を掲
げています。それに沿って子どもたちを育成し、徳島文理小学校・中学
校・高等学校教育へと繋げています。
　また、子どもたちが良い環境下で多くのことを経験すれば、子どもた
ちの能力は驚くほど伸びるものであると考え、本園では、望ましい環境
づくりに全力を尽くしています。大学附属幼稚園としての利点を十分に
いかし、充実した施設設備と優秀な教員が揃う総合大学の協力体制のも
と、質の高い保育をめざしています。
　さらに、保護者のための育児講座、預かり保育など子育て支援にも力
を注ぎ、幼児が家庭から離れて社会生活を開始する第一歩を、安全で、
安心して踏み出せるようサポートしています。今後とも学園の一貫教育
の一翼を担う幼稚園としての責任を果たしたく思っています。

　村崎学園は、明治 28 年（1895 年）、村崎サイが「女も独り立
ちが出来ねばならぬ」との信念のもとに、私立裁縫専修学校を創
立したのにはじまります｡ サイの信念は、建学精神「自立協同」
として受け継がれ、118 年間にわたり創立者の「自立」をもって
一貫してきています。
　昭和 20 年（1945 年）、徳島空襲で創立者は校舎と運命を共にし
ました。戦野から帰還した前理事長村崎凡人は、学園の復興に精
魂を傾け、幼稚園から大学院までを完成し、総合学園として、独
立心と国際性豊かな人材の育成に励みました。
　その後、村崎正人理事長は、大学において、徳島キャンパスに
総合政策学部、香川キャンパスに理工学部・香川薬学部、両キャ
ンパスにまたがる保健福祉学部を設置し、現在では大学・短期大
学部合わせて 9学部 26 学科、5大学院、１専門職大学院 3専攻科、
そして 6研究所、１相談室を有する西日本有数の総合大学へと発
展させ、地域の文化学術の向上に貢献しています。
　学園で学ぶ者は、優れた教授陣と最新鋭の施設、設備が備わっ
た教育環境の中で充実した学園生活を送り、豊かな感性と時代を
担う着実な「チカラ」をつけています。
　学園は建学精神を体し、それぞれの学校が自立して相互に連携
している共同体です。今後とも幼稚園から大学院までの各校が協
同し私学教育発展のため学園の伝統を基に、さらなる進歩を続け
てまいります。

村崎学園紹介

〒 770-8055　徳島県徳島市山城町東浜傍示 68-10
TEL：088-652-5567　 FAX：088-656-6805　 URL：http://bunri-e.ed.jp/

〒 770-8054　徳島県徳島市山城西 4 丁目 20
TEL：088-626-1225　 FAX：088-655-1699　 URL：http://bunri.ed.jp/

〒 770-8055  徳島県徳島市山城町東浜傍示 2
TEL：088-653-4941　 FAX：088-653-4948　 URL：http://www.bunri-u.ac.jp/kids/

4 月 24 日㈬　大南　信也氏：「創造的過疎への挑戦」〜クリエイティビティが生み出す革新〜
5 月 13 日㈪　藤原　道山氏：「音を生み出す力」〜伝統音楽の今と今後の展開〜
5 月 30 日㈭　竹中　登一氏：創薬のための産学官連携による日本再成

4 月 26 日㈮　藤島　博文氏：日本文化発信の新時代を迎えるために
5 月 17 日㈮　温井和佳奈氏：人生の企画者になろう

「社会問題の解決」と「自分の人生ミッション」を仕事にしよう
5 月 31 日㈮　竹中　登一氏：創薬のための産学官連携による日本再成

　

徳
島
文
理
大
学
・
徳
島
文
理
大
学

短
期
大
学
部
保
護
者
会
は
、
本
学
の

教
育
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、
大
学

と
家
庭
と
の
連
携
な
ら
び
に
大
学
の

充
実
発
展
を
援
助
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
在
学
生
の
全
保
護
者
を
会
員

と
し
て
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

主
な
行
事
の
う
ち
、
年
１
回
開
催

さ
れ
る
役
員
会
で
は
、
各
学
科
か
ら

選
出
さ
れ
た
役
員
に
よ
り
、
予
算
お

よ
び
決
算
報
告
、
役
員
の
改
選
、
本

年
度
の
事
業
内
容
に
つ
い
て
の
審
議

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
８
〜
９
月

に
は
、
徳
島
・
香
川
・
愛
媛
・
高
知
・

兵
庫
・
大
阪
・
和
歌
山
・
岡
山
・
広
島
・

福
岡
・
鹿
児
島
・
愛
知
・
鳥
取
・
島
根
・

沖
縄
（
那
覇
・
名
護
・
沖
縄
）
の
15

府
県
16
会
場
で
保
護
者
会
支
部
会
を

開
催
し
、
昨
年
度
は
大
学
か
ら
延
べ

３
８
７
人
の
教
職
員
が
参
加
し
、
16

会
場
で
１
０
６
５
人
と
多
数
の
保
護

者
の
皆
さ
ま
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

２
０
１
３
年
度

保
護
者
会
開
催

徳
島
文
理
大
学

公
開
講
座
２
０
１
３

開催

■徳島文理大学公開講座 2013

〒７７0-85６0  徳島県徳島市寺島本町東 １-8
TEL：088-６２２-009７　 　 FAX：088-６２６-２998

学園本部
お問い合わせ

し
た
。
支
部
総
会
で
は
大
学
の
現
状

や
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
報
告
、
質

疑
応
答
、支
部
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、

そ
の
後
、
学
業
成
績
や
大
学
で
の
生

活
面
、進
路
に
つ
い
て
チ
ュ
ー
タ
ー
・

担
任
・
学
科
教
員
等
と
の
個
別
面
談

や
、
就
職
支
援
ユ
ニ
ッ
ト
の
教
員
に

よ
る
就
職
相
談
な
ど
も
行
わ
れ
、
大

学
と
保
護
者
が
と
も
に
懇
談
で
き
る

機
会
と
し
て
成
果
を
得
て
い
ま
す
。

　

本
会
を
通
じ
て
保
護
者
の
皆
さ
ま

か
ら
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
や
ご
要
望

を
伺
い
、
大
学
と
家
庭
を
結
ぶ
架
け

橋
と
し
て
、ま
た
会
員
相
互
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
場
と
し
て
さ
ら
な
る
充

実
発
展
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
２
０
１
３
年
度
も
別
表

の
と
お
り
開
催
予
定
で
、
詳
細
に
つ

い
て
は
６
月
末
ご
ろ
、
事
務
局
よ
り

各
ご
家
庭
に
案
内
状
を
お
届
け
す
る

予
定
で
す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

徳 

島

香 

川

高　知	 ₈月 23 日㈮	 14：00 〜 17：00	 ザ	クラウンパレス新阪急高知（旧高知新阪急ホテル）

福　岡	 ₈月 24 日㈯	 15：00 〜 17：00	 博多都ホテル

大　阪	 ₈月 24 日㈯	 13：00 〜 16：00	 ラマダホテル大阪

徳　島	 ₈月 25 日㈰	 13：00 〜 16：00	 ホテルクレメント徳島

和歌山	 ₈月 25 日㈰	 13：00 〜 16：00	 ホテルグランヴィア和歌山

愛　知	 ₈月 25 日㈰	 13：00 〜 16：00	 名古屋ガーデンパレス

愛　媛	 ₈月 27 日㈫	 13：00 〜 16：00	 松山全日空ホテル南館

鹿児島	 ₈月 30 日㈮	 14：00 〜 17：00	 鹿児島東急イン

香　川	 ₈月 31 日㈯	 13：00 〜 16：00	 JR ホテルクレメント高松

鳥取・島根	 ₈月 31 日㈯	 13：00 〜 16：00	 松江東急イン

	 ₈月 31 日㈯	 13：30 〜 17：00
	 ホテル　ロイヤルオリオン

沖　縄	 ₉月₁日㈰	 13：30 〜 17：00	 ホテル　ゆがふいんおきなわ

	 ₉月₂日㈪	 13：30 〜 17：00
	 ホテル　ニューセンチュリー

兵　庫	 ₉月₁日㈰	 13：00 〜 16：00	 神戸東急イン

岡　山	 ₉月₁日㈰	 13：00 〜 16：00	 ピュアリティまきび

広　島	 ₉月₇日㈯	 14：00 〜 17：00	 広島ガーデンパレス

 2013 年度　保護者会支部会日程
支 部 開 催 日 時・会 場

徳
島
文
理
中
学
校
・
高
等
学
校

徳
島
文
理
大
学
附
属
幼
稚
園

徳
島
文
理
小
学
校

保護者会徳島支部＝ホテルクレメント徳島
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